
 

1 

事 後 評 価 調 書 （案） 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 林道事業（過疎山村地域代行林道事業） 

地 区 名 大島黒沢線 

事業箇所 新城市七郷一色 地内 

事業のあ

らまし 

林道大島黒沢線は、新城市の東部、静岡県との県境に近い旧鳳来町に位置し、県道「七郷一色

名号線」と市道「黒沢嶋線」を結ぶ幹線林道である。 

本林道の利用区域は449haで、その森林資源構成はスギ、ヒノキの人工林が83％である。また

本林道の利用区域は大島ダム（朝霧湖）の水源地にあたり、森林の持つ水源かん養機能などの公

益的機能を維持増進する必要性が特に高い。 

そこで当地域の森林整備の効率性と林業生産性の向上を主な目的として本林道を開設した。 

平成 8 年度に国庫補助採択及び過疎地域自立促進特別措置法に基づく基幹道路の指定を受け、

以降、県営により事業を実施し、平成23年度に竣工した。 

 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

森林整備の推進 

 林道を開設することにより、事業着工後、間伐等の森林整備を10年あたり利用区域面積(449ha)

の 10％(44.9ha)実施する。 

 

【副次目標】（事前評価時に設定した場合、記載する） 

 － 

 

事 業 費 
事業費 内訳 

10.2億円 ■工事費 10.2億円、 □用補費  億円、□その他  億円 

事業期間 採択年度 平成 8年度 着工年度 平成 8年度 完成年度 平成23年度 

事業内容 林道開設 延長8,028m 幅員4.0m 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 森林整備は、平成17年度までの10年間に利用区域面積の15.3％にあたる68.8haを実施し、

目標を達成している。その後も平成 27 年度までの 10 年間に 113.8ha(25.3%)、計 182.6ha

（40.7%）の森林整備を実施している。 

 

【達成状況に対する評価】 

 利用区域内の森林整備が促進され、水源のかん養、二酸化炭素の吸収、土砂の流出防止な

ど森林の持つ公益的機能が維持、増進された。 

 

 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 － 

 

【達成状況に対する評価】 

 － 

 

（別紙３）
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②
事
業
効
果
の
発
現
状
況 

【費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化】 

事業採択時
(H8)

再評価時点
(H17)

実績
(H28)

備考

H8～H20 H8～H23 H8～H23

工事費 14.5 10.2 10.2

用地補償費 - - -

その他 - - -

合計 14.5 10.2 10.2

利用区域面積(ha) 449.0 449.0 449.0

森林整備実施面積(ha) (44.9/10年) 68.8 182.6 年度末時点

      事   業   期   間

事業費
（億円）

効果の
算定
要因

 

 

【事業期間に対する評価】 

 当初計画より事業期間が 3 年延伸し、効果発現が遅れたが、これは単年度当たりの事業予

算額の減少によるものであり、やむを得ないと判断する。 

  

【事業費に対する評価】 

 当初計画時に比べ事業費が 4.3 億円減少したが、これはルートの見直しと全体延長の短縮

（800ｍ）によるもので、事業効果の発現のために有効であると判断する。 

 

【効果の算定要因に対する評価】 

 目標を超えた182.6haの森林整備が実施され、事業効果が得られたと判断する。 

 

③
事
業
実
施

に
よ
る
環
境

の
変
化 

 林道開設に伴い森林整備が実施されたことにより、林木の健全な成長が促されるとともに、

林内の下層植生の回復が進み、水源かん養機能など森林が持つ公益的機能が向上している。

 

Ⅲ 対応方針（案） 

今後の事後評

価の必要性 

事業目標は達成され、事業の有効性が認められることから、今後の事後評価の必要性はな

い。 

 

改善措置の必

要性 

事業目標が達成されたことから、改善措置の必要性はない。 

 

 

同種事業に反

映すべき事項 

 

標準的な事業計画、工法、施工プロセスにより施工していており、重大な問題も発生して

いないため、同種事業に反映すべき事項は特にない。 

 

Ⅳ 事業評価監視委員会の意見 

 

 

 

 

Ⅴ 対応方針 

 

 

 

 

 


